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国際大会出場者のキャリアパス好事例の発表について 

 

〇レストランサービス職種エキスパート 

株式会社シャインズ 細野 晃一様 

 

＜発表内容＞ 

「おもてなしを技能に」 

 

○「情報ネットワーク施工」職種 分科会長 

エクシオグループ株式会社 中山 拓也様 

 

＜発表内容＞ 

「情報ネットワーク施工職種分科会活動事例 及び 

キャリアパスの状況について」 



おもてなしを技能に

第47回技能五輪国際大会フランス・リヨン
レストランサービス職種エキスパート
株式会社シャインズ 細野 晃一
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・背景 昨今の訪日外国人増、人材不足に伴い業界内では遅ればせながら、
各企業ともに社員教育に力を入れてきている。なかでも若手社員への教育
は注力しており、各種資格試験、コンクール等への参加を通して人材育成の
型を模索している。

・企業 弊社は㈱豊田自動織機の子会社の福利厚生施設として運営。
ものづくりの親会社の流れを汲み、技能や資格の習得には理解が深い。

・出場者 2020年4月 入社 県内高校卒
2020年11月 全国大会にて金賞獲得
2022年10月 WorldSkills Competition SE 出場
現在、弊社内洋食レストランにて勤務 職位一般職

国際大会出場者のキャリアパス好事例について



• その後 ・他部門のスタッフや各料理長などとも円滑にコミュニケーションを
とれるようになり本人にとって円滑に業務を進めやすくなった。
・任される仕事の質と幅が広がっている。
・お客様とのコミュニケーションに対する意識の変化が生まれている。
・社内表彰や業界団体の取材等を経てやってきたことへの自信が持てている。
資料画像①

・企業としてはリクルート活動において強くアピールできる要素となっている。
・先輩社員の資格取得、コンクール参加への刺激となっている。

例）レストランサービス技能検定各級、ソムリエ呼称資格試験、技能五輪全国大会
技能グランプリ、HRSサービスコンクール、HRSテーブルマナー講師

・社内の人事考課の一部に資格取得や技能大会での成績が加えられた

・今後 WSCの様な国際大会を通して感じた、熱量を若手社員はもとより、指導
的立場の方々にも伝えていきたい。是非2028年にその目で見て感じて
頂きたい。「おもてなし」を業界内の精神論だけにするのではなく、確かな
「技能」にしていく必要がある。 資料画像②

以上



資料画像① ㈱豊田自動織機 社内報 「カレント」 2021年1月号



資料画像① 一般社団法人 日本ホテル・レストランサービス技能協会
会報誌「HRS news」での「技能五輪国際大会の紹介」



・資料画像②
一般社団法人 日本ホテル・レストランサービス技能協会

第17回、第18回 HRSサービスコンクール
「技能五輪国際大会の紹介の様子」



「情報ネットワーク施工」職種
分科会活動事例 及び
キャリアパスの状況について

2024年2月27日

「情報ネットワーク施工」職種 分科会長

エクシオグループ株式会社 中山 拓也
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自己紹介
エクシオグループ株式会社 中山 拓也

[略歴]

1995年 協和エクシオ入社 現場工事関連業務→現場OJT教育担当

2004年 情報通信分野の競技会立ち上げ（職業大 菊池様）
→金賞受賞（年齢制限なし） →五輪指導員へ

2005年 ヘルシンキ 金賞 指導員

2007年 静岡 金賞 指導員

2009年 カルガリー 金賞 指導員

2011年 ロンドン 金賞 指導員

2017年 アブダビ 金賞 エキスパート

2021年 同職種 分科会長就任

2022年 分散開催 京都 金賞 エキスパート

卓越した技能者表彰受賞
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メダリスト紹介

Skill02 Information Network Cabling

９連覇中
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分科会の中心となる３つの大きな活動サイクル

 国際に関する資料の共有

 訓練データの開示

 想定事例集の共有

 国際選手を全企業で指導を実施

 非公開課題の作成協力

 指導員・エキスパート育成の実施

 整合化会議での迅速な反映 2月→4月→6月

 材料/機器の導入判断・課題ルールの変更

 全国で難しい場合は、予選会でのデモ競技として実施

①情報の共有化

②分科会での訓練指導

③国際大会との整合化
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分科会での訓練指導風景
五輪参加全社指導員の指導を選手は受けるとともに

国際大会の現状の共有と指導者育成が同時に行われ

次大会に別の企業が勝ってもシームレスな移行が可能になる。 5
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エクシオグループとしてのキャリアパス
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新入社員
研修

技能五輪
選手

指導員
従事

現場従事
後進育成

五輪
指導主任

管理者へ

9か月 2～4年+α 4年+α 5年+α x年（現在） x年

基本的には、選手育成をまなび理解していく

現場での安全行動理解
現場での施工能力強化
現場での育成方法の理解
直営班としての育成サイクルを確立
海外技術支援への積極的参加（東南アジア中心）
外国人就労者への技能展開（現在育成中）

エクシオグループとしては技能五輪参加20年目となり、現在もキャリアパス策定に向けた活動を推進中です。

育成に係る全体の方向性や方針決定をまなぶ
指導員育成をまなぶ

・若手技能者への目標の明確化
・社内の技術力の証明及びPR（HPに常時掲載）
※You Tubeなどを利用した動画配信含む

・採用に関する実績のPR
・各種講演依頼・イベントなどによる社内PR
・海外での活動における技術力の証明 等

技能五輪の活用について



国際選手の活躍事例
2009国際金メダリスト 野瀬

国際大会終了後、フィリピンで金メダリストとして現地スタッフの

育成と管理を8年間担当。

最大で800人規模のスタッフをコントロールしていた。 7
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情報ネットワーク施工職種_相関図（参考）
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中山 拓也 分科会長 エクシオグループ
澤井  俊夫 副分科会長  北陸電気工事
伊藤 進  委 員 きんでん
松本 祥孝 委 員 全国大会主査
山口 雄基  委 員 エクシオグループ
宇都宮 晋平 委 員 きんでん
徳守 翔  委 員 関電工
前田 洋介 委 員 ミライト・ワン

島瀬 竜次 訓練指導員  きんでん
海老原 徹 訓練指導員  エクシオグループ
古田 雄大 訓練指導員 北陸電気工事

WSC職種連絡会

職種別分科会 職種連絡会 メーカ
国際選手強化がメインの取り組み
・強化に向けた活動の方向性の決定
・エキスパート/指導員の強化
・全国大会の整合化
・２大会後までの育成計画の実施

主催：特定非営利活動法人 高度情報通信推進協議会
内容：他国招聘・現地訓練、標準化、国際支援、全国支援
会員：全国大会出場企業・指導員

競技委員・補佐委員・運営委員

全国大会運営業務（全国推薦団体）
フォーラム・予選会主催・学生日本一・技能検定

国際スポンサー
含む

協力メーカ

主催：中央職業能力開発協会
内容：全国大会運営

情報ネットワーク施工職種 構成分科会 構成

主催：中央職業能力開発協会
内容：出場選手強化他

相互関係

整合化

2024.1.26
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